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建
築
家
の
不
法
行
為
責
任

　
　
ー
ド
イ
ッ
の
裁
判
例
・
学
説
を
中
心
と
し
て
ー

84

日

向

野

弘

毅

一
　
序

ニ
　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
業
務

三
　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
不
法
行
為
責
任

四
　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務

　
e
裁
判
例

　
⇔
学
説

　
臼
　
小
　
結

五
　
結
語

建
築
家
の
不
法
行
為
責
任
を
め
ぐ
る
議
論
も
充
実
し
て
い
る
と
は
い
い
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
近
時
、
建
築
家
の
不
法
行
為
責
任
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
裁
判
例
も
、
徐
々
に
現
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ッ
の
法
状
況
を

概
観
し
、
我
が
国
に
お
け
る
こ
の
問
題
領
域
を
め
ぐ
る
議
論
に
何
ら
か
の

指
針
を
提
供
し
た
い
と
思
う
。

ニ
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
の
業
務

一
　
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
』

　
我
が
国
で
は
、
建
築
家
の
職
能
が
確
立
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

建
築
家
の
民
事
責
任
は
従
来
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
中
心
的
業
務
は
、
「
設
計
」
及
び
「
建
築
指

揮
」
か
ら
成
る
．
い
ず
れ
も
法
律
（
業
務
報
酬
規
程
）
上
の
概
念
で
は
な

い
が
、
ド
イ
ッ
の
文
献
で
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
．
特
に
、



建築家の不法行為責任

「
建
築
指
揮
」
と
い
う
概
念
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
寄
一
呂
轟
＆
。
算
）
が
作

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

り
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
に
述
べ
る
G
O
A
の
「
最
高
指
揮
」
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

「
現
場
監
督
」
を
包
括
す
る
上
位
概
念
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
G
O
A
（
建
築
家
業
務
報
酬
規
程
）
は
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
二
日
に

　
　
（
5
）

制
定
さ
れ
、
建
築
家
の
業
務
と
し
て
、
設
計
業
務
（
G
O
A
一
九
条
一
項
a

な
い
し
e
）
、
「
最
高
指
揮
」
（
同
一
九
条
一
項
f
及
び
9
）
及
び
「
現
場
監
督
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
同
一
九
条
四
項
）
を
規
定
し
て
い
た
。

　
設
計
業
務
は
、
「
基
本
計
画
」
（
G
O
A
一
九
条
一
項
a
）
．
「
基
本
設
計
」

（
同
一
九
条
一
項
b
）
、
「
建
築
確
認
申
請
書
類
」
（
同
一
九
条
一
項
c
）
、
「
材
料

計
算
及
び
工
事
費
計
算
」
（
同
一
九
条
一
項
d
）
及
び
「
実
施
設
計
」
（
同
一
九

　
　
　
　
　
　
　
へ
7
）

条
一
項
e
）
か
ら
成
る
。

「
最
高
指
揮
」
は
、
「
芸
術
上
の
最
高
指
揮
」
（
G
O
A
一
九
条
一
項
f
）
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

び
「
技
術
上
及
び
事
務
上
の
最
高
指
揮
」
（
同
一
九
条
一
項
9
）
か
ら
成
る
．

前
者
は
、
造
形
の
細
目
に
関
す
る
建
築
物
の
建
築
の
監
督
で
あ
り
、
後
者

は
、
建
築
物
の
技
術
的
施
工
に
関
す
る
一
般
的
な
監
督
・
必
要
な
諸
契
約

の
準
備
・
見
積
の
査
定
・
見
積
額
及
び
終
局
的
な
工
事
費
の
確
定
を
そ
の

　
　
　
（
9
）

内
容
と
す
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
「
現
場
監
督
」
は
、
現
場
に
お
け
る
建

築
施
工
の
監
督
で
あ
り
、
技
術
面
に
お
い
て
建
築
家
の
図
面
・
指
示
・
命

令
と
工
事
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
監
督
、
技
術
準
則
・
諸
法
規
の

遵
守
．
工
事
・
建
築
資
材
の
受
領
、
決
算
に
必
要
な
測
定
の
検
査
及
び
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

確
性
・
契
約
適
合
性
に
基
づ
く
す
べ
て
の
計
算
書
の
査
定
か
ら
成
る
。
現

場
監
督
は
、
建
築
現
場
を
時
々
訪
れ
る
だ
け
で
十
分
な
最
高
指
揮
と
は
対

照
的
に
、
建
築
現
場
と
の
絶
え
ざ
る
接
触
、
つ
ま
り
建
築
現
場
の
継
続
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

集
中
的
な
監
督
を
必
要
と
す
る
。

　
一
九
七
七
年
一
月
一
日
に
、
G
O
A
に
代
わ
り
、
H
O
A
I
（
建
築
家
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

技
師
業
務
報
酬
規
程
）
が
施
行
さ
れ
た
。
H
O
A
I
で
は
、
建
築
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

業
務
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
「
基
本
調
査
」
（
H

O
A
I
一
五
条
二
項
一
号
）
、
「
基
本
計
画
」
（
同
一
五
条
二
項
二
号
）
、
「
基
本
設

計
」
（
同
一
五
条
二
項
三
号
）
、
「
建
築
確
認
申
請
書
類
の
作
成
」
（
同
一
五
条
二

項
四
号
）
、
「
実
施
設
計
」
（
同
一
五
条
二
項
五
号
）
、
「
委
託
の
準
備
」
（
同
一
五

条
二
項
六
号
）
、
「
委
託
へ
の
協
力
」
（
同
一
五
条
二
項
七
号
）
、
「
現
場
監
督
」

（
同
一
五
条
二
項
八
号
）
及
び
「
巡
回
・
点
検
及
び
記
録
」
（
同
一
五
条
二
項
九
号
）

で
あ
る
。三

　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
不
法
行
為
責
任

　
ド
イ
ッ
に
お
い
て
建
築
家
の
不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
る
の
は
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

に
、
次
の
三
つ
の
場
合
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

（
B
G
B
八
二
三
条
一
項
）
、
越
境
建
築
に
ょ
る
所
有
権
侵
害
（
B
G
B
八
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

条
一
項
）
及
び
保
護
法
規
違
反
（
B
G
B
八
…
二
条
二
項
）
の
各
場
合
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
、
特
に
、
多
く
の
問
題
を
孕
む
社
会
生
活
上
の
義

務
違
反
の
場
合
に
つ
い
て
、
裁
判
例
及
び
学
説
を
概
観
す
る
．

四
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

社
会
生
活
上
の
義
務

（
＜
⑩
鱒
魯
冨
巴
魯
Φ
旨
お
聲
馬
ま
暮
）
と
は
、
交
通

85
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を
開
設
し
、
あ
る
い
は
危
険
源
を
創
造
し
た
者
は
、
第
三
者
を
あ
り
う
べ

き
危
険
の
影
響
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
期
待
可
能
な
範
囲
で
必
要
な
措

置
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
B
G
B
八
壬
二
条
一
項
か
ら
引
き
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
れ
る
一
般
原
則
の
典
型
的
な
表
現
で
あ
る
．
社
会
生
活
上
の
義
務
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

義
は
、
不
運
の
領
域
に
属
す
る
事
件
を
不
法
の
領
域
に
取
り
込
む
と
い
う

点
に
認
め
ら
れ
る
。

　
建
築
関
係
者
以
外
の
人
々
（
通
行
人
な
ど
）
に
対
す
る
関
係
で
は
、
建

築
主
が
ま
ず
第
一
に
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
が
、
建
築
主
は
、
専
門

知
識
を
有
し
か
つ
信
頼
の
お
け
る
建
築
請
負
人
に
建
築
工
事
を
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
応
、
自
ら
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に

な
り
、
今
度
は
、
建
築
請
負
人
の
社
会
生
活
上
の
義
務
が
決
定
的
に
前
面

　
　
　
（
2
0
）

に
で
て
く
る
．
建
築
請
負
人
は
、
建
設
地
で
現
実
に
交
通
を
開
設
し
、
そ

れ
に
よ
り
危
険
源
を
創
造
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
．

と
こ
ろ
が
、
建
築
主
が
建
築
家
に
現
場
監
督
を
委
託
し
た
場
合
、
建
築
家

の
社
会
生
活
上
の
義
務
と
建
築
請
負
人
の
そ
れ
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
．

つ
ま
り
、
建
築
家
は
、
建
築
現
場
で
交
通
を
開
設
し
て
も
い
な
け
れ
ば
、

危
険
源
を
創
造
し
て
も
い
な
い
の
で
、
建
築
家
に
も
建
築
請
負
人
と
同
様

の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
．
こ
れ
に
関
し
て
、
裁
判
例
及
び
学
説
に
お
い
て
は
、
建
築
家

に
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
す
こ
と
を
認
め
る
見
解
と
、

「
二
次
的
な
」
社
会
生
活
上
の
義
務
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
い
見
解
と
に
分

か
れ
て
対
立
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
次
に
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の

義
務
に
関
す
る
裁
判
例
・
学
説
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
．

e
　
裁
判
例

　
本
節
で
は
、
以
下
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
関
す
る
裁
判
例

を
年
代
順
に
概
観
し
検
討
す
る
．

ー
　
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
五
七
年
一
〇
月
廟
六
日
判
決

　
　
（
ピ
O
句
旨
β
ざ
暑
7
舘
＜
o
毎
勾
一
〇
α
oo
一
〇〇
昌
）

　
本
判
決
は
、
初
め
て
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
扱
っ
た
判
決
で

（
2
1
）

あ
る
．
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
Y
（
被
告
、
建
築
家
）
は
、
体

育
館
の
暖
房
設
備
の
設
計
、
最
高
指
揮
及
び
現
場
監
督
を
委
託
さ
れ
た
。

X
（
原
告
）
は
、
広
場
を
横
切
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
（
体
育
館

に
は
足
場
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
足
場
か
ら
約
一
五
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
と
こ
ろ
に
）
積
ま
れ
て
い
た
石
油
暖
房
用
の
管
に
蹟
い
て
怪
我
を
し
た
．

事
故
当
時
、
建
築
現
場
に
は
特
別
の
照
明
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
他
の
安
全

上
の
措
置
も
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
．
そ
こ
で
、
X
は
Y
に
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
．

　
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
地
裁
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
、
建
築
家
自
身

は
原
則
と
し
て
建
築
現
場
の
安
全
対
策
に
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
、
建
築

家
が
設
計
及
び
最
高
指
揮
を
委
託
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
特
に
こ

の
原
則
が
当
て
は
ま
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
た
ん
に
設
計
者
と

し
て
の
建
築
家
は
、
具
体
的
な
建
築
計
画
及
び
個
別
的
工
事
に
つ
き
全
く

為
す
べ
き
こ
と
が
な
く
、
従
っ
て
、
建
築
現
場
の
安
全
対
策
に
配
慮
す
る

必
要
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
．
ま
た
、
最
高
指
揮
を
委
託
さ
れ
た
建
築
家

も
．
建
築
計
画
を
一
般
的
に
監
督
す
れ
ば
よ
く
、
建
築
現
場
に
常
に
居
合

86
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わ
せ
て
監
督
す
る
必
要
は
直
ち
に
は
生
じ
な
い
と
す
る
．
従
っ
て
、
最
高

指
揮
を
行
う
建
築
家
は
、
第
三
者
の
保
護
の
た
め
の
建
築
現
場
の
安
全
に

対
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
建
築
家
が
現
場
監

督
を
委
託
さ
れ
た
場
合
は
別
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ

ち
、
た
と
え
、
現
場
監
督
者
が
建
築
現
場
の
安
全
対
策
に
共
同
責
任
を
負

っ
て
い
る
場
合
で
も
、
安
全
措
置
を
常
時
検
査
し
、
建
築
材
料
及
び
器
具

が
安
全
措
置
の
施
さ
れ
た
場
所
に
置
か
れ
、
あ
る
い
は
、
電
灯
を
も
っ
て

十
分
に
照
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
毎
晩
確
認
す
る
こ
と
を
現
場
監
督

者
に
直
ち
に
は
要
求
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
任
務

は
、
ま
ず
第
一
に
、
建
築
請
負
人
及
び
建
築
職
人
に
適
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
範
な
指
図
義
務
及
び
監
督
義

務
が
、
そ
の
限
り
で
は
自
己
の
責
任
に
基
づ
い
て
、
現
場
監
督
者
に
課
せ

ら
れ
る
。
現
場
監
督
者
は
、
そ
の
監
督
上
の
地
位
に
基
づ
き
、
建
築
関
係

者
に
対
し
て
、
第
三
者
の
保
護
の
た
め
の
適
切
な
安
全
措
置
の
実
施
を
督

励
し
、
少
な
く
と
も
、
定
期
的
な
検
査
に
よ
っ
て
、
自
分
の
命
令
が
遵
守

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
Y
は
こ
の
義
務
を

怠
っ
た
、
と
。

　
本
判
決
で
、
フ
ラ
ソ
ケ
ン
タ
ー
ル
地
裁
は
．
建
築
現
場
の
安
全
確
保
は
、

ま
ず
第
一
に
建
築
請
負
人
の
義
務
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
も
、
ま
た
同
時
に
、

現
場
監
督
を
委
託
さ
れ
た
建
築
家
の
義
務
で
も
あ
る
と
し
て
、
最
低
限
、

建
築
家
に
、
そ
の
命
令
の
遵
守
を
確
認
す
る
た
め
に
、
定
期
的
に
建
築
現

場
を
点
検
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
．

　
本
判
決
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
設
計
及
び
最
高
指
揮
を
引
き
受
け

た
建
築
家
は
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
が
、
現
場
監
督
を
委
託
さ

れ
た
場
合
に
は
こ
れ
を
負
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
判
決
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

た
判
決
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
さ
ら
に
深
化
し
、

論
者
に
よ
り
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

普
遍
妥
当
的
に
述
べ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

七
年
三
月
一
〇
日
判
決
へ
と
至
る
の
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
本
判
決
以
後
、

一
九
七
七
年
判
決
に
至
る
ま
で
に
下
さ
れ
た
若
干
の
裁
判
例
と
そ
の
後
の

裁
判
例
を
次
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

2
　
中
庭
転
落
事
件
（
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
九
日
判

　
　
決
。
一
W
O
＝
＜
。
毎
閑
一
8
倉
ミ
O
）

　
被
告
昭
所
有
の
新
築
住
宅
に
は
、
使
用
検
査
前
に
既
に
、
賃
借
人
が
入

居
し
て
い
た
．
事
故
当
日
の
時
点
で
は
、
ま
だ
、
職
人
の
若
干
の
工
事
が

残
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
階
段
の
吹
き
抜
き
の
ペ
ン
キ
塗
装
は
終
了
し
て

い
な
か
っ
た
．
階
段
の
吹
き
抜
ぎ
の
階
段
の
湾
曲
部
に
は
窓
が
あ
り
、
そ

の
窓
は
、
階
段
の
段
に
ま
で
達
L
て
お
り
、
高
さ
一
・
三
三
メ
ー
ト
ル
、

幅
○
・
七
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
．
賃
借
人
A
は
、
知
り
合
い
の
B
に
三

階
に
あ
る
自
分
の
住
居
を
見
せ
よ
う
と
し
て
、
あ
る
夜
、
B
を
先
導
し
て
、

照
明
の
あ
る
階
段
の
吹
き
抜
き
に
入
り
、
階
段
を
上
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

B
は
吹
き
抜
き
の
窓
か
ら
中
庭
に
転
落
し
死
亡
し
た
。
そ
の
窓
に
は
、
本

来
、
鉄
格
子
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
事
故
当
時
は
、
塗
装
の
た
め

に
取
り
は
ず
さ
れ
て
い
た
．
X
（
原
告
、
保
険
業
者
）
は
、
死
亡
し
た
B

の
未
亡
人
に
保
険
金
を
支
払
っ
た
．
そ
こ
で
、
X
は
、
保
険
代
位
に
よ
り
、
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琉
及
び
ち
（
建
築
家
）
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
．
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

　
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
覧
は
所
有
者
と
し
て
住
宅
の
建
築
上
の
状
態
に

由
来
す
る
危
険
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
磧
が
社

会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
は
認
め
た
が
、
砺
に
つ
い
て
は
．
現
場
監

督
を
引
き
受
け
た
建
築
家
に
も
、
あ
る
種
の
社
会
生
活
上
の
義
務
が
課
せ

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
現
場
監
督
者
に
課
せ
ら
れ
る
社
会

生
活
上
の
義
務
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
部
分
完
成
し
た
住
宅
に
入
居
が
な

さ
れ
た
後
の
、
す
で
に
入
居
し
た
賃
借
人
の
保
護
の
た
め
の
夜
間
の
巡
回

点
検
を
含
ま
な
い
と
し
て
．
砺
の
責
任
を
否
定
し
た
。

　
本
判
決
で
．
連
邦
通
常
裁
判
所
は
．
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
に
は
あ

る
種
の
社
会
生
活
上
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
と
す
る
が
、
そ
の
義
務
の
内

容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

3
　
屋
根
陥
没
事
件
（
漣
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
〇
日
判

　
　
決
。
一
W
O
国
＜
o
霧
閑
一
8
餅
一
謡
O
）

　
一
九
五
五
年
に
、
A
社
の
所
有
地
上
に
あ
る
調
理
ホ
ー
ル
の
屋
根
が
陥

没
し
、
落
下
し
て
き
た
梁
と
天
井
に
よ
り
、
X
（
原
告
）
そ
の
他
の
調
理

ホ
ー
ル
の
従
業
員
が
死
傷
し
た
。
調
理
ホ
ー
ル
の
建
っ
て
い
る
土
地
は
，

一
九
五
一
年
に
、
B
社
か
ら
A
社
に
売
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
B
社

は
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
調
理
ホ
ー
ル
を
一
九
四
五
年
に
再
建
し
た
。
そ

の
際
に
、
建
築
家
S
（
被
告
Y
は
そ
の
相
続
人
）
は
最
高
指
揮
及
び
現
場

監
督
を
行
っ
た
。

　
X
は
．
Y
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
X
は
以
下
の
よ

う
に
主
張
す
る
．
す
な
わ
ち
、
S
は
建
築
指
揮
を
行
う
建
築
家
と
し
て
の

義
務
を
怠
っ
た
。
S
は
．
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
プ
チ
ヒ
天
井
を
備
え
る
鉄
骨
構

造
に
関
す
る
構
造
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
及
び
、
天
井
と
梁

の
間
に
筋
か
い
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
な
か
っ
た
．

と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Y
は
．
天
井
の
陥
没
の
原
因
は
鋼
鉄
の
梁
が
錆
び

て
い
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
、
と
主
張
し
た
．

　
連
邦
通
常
裁
は
、
天
井
の
陥
没
は
鋼
鉄
の
梁
の
錆
び
の
み
で
な
く
、
設

計
ミ
ス
及
び
こ
れ
を
看
過
し
た
建
築
家
S
の
監
督
ミ
ス
に
原
因
が
あ
る
、

鉄
骨
構
造
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
天
井
の
重
量
負
担
で
は
な
く
、
重
量
の
よ
り

軽
い
、
最
初
に
定
め
ら
れ
て
い
た
天
井
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
、
と
し
て
．
構
造
計
算
の
ミ
ス
を
認
め
た
上
で
、
こ
の
ミ
ス
を
S

が
看
過
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ラ
イ
プ
チ
ヒ
天
井
を

採
用
し
た
と
し
て
も
、
補
強
措
置
に
よ
り
鉄
骨
構
造
の
負
担
を
緩
和
さ
せ

れ
ば
、
天
井
の
陥
没
は
防
止
し
え
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
S
は
こ
れ
を
怠

っ
た
と
し
た
。

　
つ
ま
り
、
連
邦
通
常
裁
は
、
最
初
に
定
め
ら
れ
て
い
た
天
井
に
代
わ
っ

て
、
よ
り
重
い
ラ
イ
プ
チ
ヒ
天
井
が
採
用
さ
れ
た
以
上
（
そ
の
経
緯
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
）
、
構
造
計
算
が
そ
れ
に
見
合
う
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
の
を
怠
っ
た
点
と
、
補
強
措
置
の
実
施
に
配
慮
す

る
の
を
怠
っ
た
点
に
、
最
高
指
揮
及
び
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
の
社
会

生
活
上
の
義
務
違
反
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
　
児
童
ガ
ラ
ス
衝
突
事
件
（
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
八
年
一
月
三
〇

　
　
日
判
決
。
切
O
国
＜
①
屋
男
一
8
00
．
ミ
O
）

　
X
（
原
告
、
当
時
九
歳
）
は
国
民
学
校
の
三
年
生
で
あ
っ
た
．
X
の
学
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校
で
は
、
当
時
、
増
築
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
建
築
家
Y
（
被
告
）
が

設
計
及
び
建
築
指
揮
を
委
託
さ
れ
て
い
た
．
事
故
当
時
、
旧
校
舎
と
新
校

舎
（
増
築
部
分
）
の
間
の
通
路
に
あ
る
両
開
き
の
ド
ア
も
、
新
校
舎
の
階

段
吹
き
抜
き
に
通
じ
る
ド
ア
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
新
校

舎
の
階
段
吹
き
抜
き
か
ら
校
庭
へ
通
じ
る
ガ
ラ
ス
製
の
ド
ア
に
も
、
ド
ア

の
両
側
の
ガ
ラ
ス
壁
に
も
、
ガ
ラ
ス
に
誤
っ
て
衝
突
す
る
の
を
防
止
す
る

措
置
は
何
も
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
．
ま
た
、
ガ
ラ
ス
面
に
も
目
印
は
つ

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
X
は
、
休
憩
時
間
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
担
任

教
師
の
指
示
を
守
ら
ず
に
、
教
室
の
あ
る
旧
校
舎
か
ら
新
校
舎
の
中
に
走

っ
て
行
き
、
そ
の
階
段
吹
ぎ
抜
ぎ
か
ら
校
庭
に
出
よ
う
と
し
て
．
校
庭
に

通
じ
る
ド
ア
の
左
側
の
ガ
ラ
ス
壁
に
衝
突
し
、
重
傷
を
負
っ
た
．
X
は
、

ガ
ラ
ス
に
目
印
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
存
在
に
気
づ
か
ず
、
そ
こ

を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
X
は
Y
に
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
。

　
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
．
す
な
わ
ち
、

校
庭
に
通
じ
る
ド
ア
の
左
右
に
あ
る
、
安
全
措
置
を
施
さ
れ
て
い
な
い
ガ

ラ
ス
壁
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
っ
た
．
地
面
ま
で
達
し
て
い
る
ガ
ラ
ス

面
に
は
縁
取
り
も
な
く
、
ガ
ラ
ス
の
存
在
を
示
す
目
印
も
な
か
っ
た
．
成

人
で
さ
え
、
こ
の
ガ
ラ
ス
壁
の
存
在
に
気
づ
か
ず
に
、
そ
の
ま
ま
通
り
抜

け
よ
う
と
し
て
怪
我
を
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た
．
Y
は
．
責
任
あ

る
建
築
指
揮
者
と
し
て
、
第
三
者
を
こ
の
危
険
か
ら
保
護
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
た
．
Y
は
、
必
要
十
分
な
安
全
対
策
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
壁
に
目
印

を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
1
例
え
ば
、
ガ
ラ
ス
職
人
が
ガ
ラ
ス
を
取
り
付

げ
る
際
に
、
チ
ョ
ー
ク
で
十
字
の
印
を
つ
げ
る
よ
う
に
ー
ガ
ラ
ス
の
存
在

を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
ぎ
た
は
ず
で
あ
る
。
Y
は
、
階
段
吹
ぎ
抜
ぎ
に

通
じ
る
ド
ア
を
常
時
閉
鎖
し
て
お
く
よ
う
に
命
じ
て
い
た
と
の
理
由
で
、

ガ
ラ
ス
壁
に
安
全
対
策
を
施
す
と
い
う
原
則
的
な
要
請
を
免
れ
て
は
い
な

か
っ
た
．
校
庭
に
通
じ
る
ド
ア
の
両
側
の
、
安
全
対
策
を
施
さ
れ
て
い
な

い
ガ
ラ
ス
面
は
重
大
な
危
険
源
で
あ
り
、
Y
は
、
児
童
達
が
そ
こ
を
通
っ

て
校
庭
に
出
よ
う
と
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
ガ
ラ
ス
部
分
に
目
印
を
付
け

る
義
務
を
負
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
、
と
．

　
本
判
決
は
、
重
大
な
危
険
源
で
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
壁
に
、
チ
ョ
ー
ク
で
十

字
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
児
童
が
ガ
ラ
ス
の
存
在
に
気
づ
か
ず
に
衝
突

す
る
の
を
防
止
す
る
義
務
を
Y
が
負
っ
て
い
た
と
し
、
こ
の
義
務
を
Y
の

責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
と
し
て
の
地
位
か
ら
導
き
出
す
．
し
か
し
、
責
任

　
　
　
　
　
（
2
5
）

あ
る
建
築
指
揮
者
と
い
う
概
念
は
、
元
来
、
公
法
上
の
も
の
で
あ
り
、
連

邦
通
常
裁
判
所
が
建
築
指
揮
を
行
う
建
築
家
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
し
て

こ
の
概
念
を
た
ん
に
用
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
さ
に
公
法
上
の
概
念
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
て
用
い
た
の
か
は
必
ず
L
も
明
ら
か
で
は
な
い
．

5
　
平
屋
根
転
落
事
件
（
ハ
ム
高
等
裁
判
所
一
九
六
八
年
［
二
月
一
六
日

　
　
判
決
。
O
■
O
＝
”
ヨ
ヨ
冒
U
犀
一
零
ρ
㎝
oo
O
）

　
本
件
の
事
実
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
判
決
要
旨
及
び

判
決
理
由
か
ら
推
測
す
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
Y

（
被
告
、
建
築
家
）
は
、
ガ
レ
ー
ジ
の
建
築
に
つ
ぎ
、
設
計
及
び
建
築
指

揮
（
現
場
監
督
を
含
む
）
を
委
託
さ
れ
た
．
そ
の
ガ
レ
ー
ジ
の
平
屋
根
は
、

隣
接
し
て
い
る
斜
面
か
ら
容
易
に
到
達
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ガ
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レ
ー
ジ
の
舗
装
さ
れ
た
前
庭
に
転
落
す
る
の
を
防
止
す
る
措
置
は
何
も
施

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
．
X
（
原
告
、
当
時
四
歳
）
は
、
遊
ん
で
い
る
際
に
、

ガ
レ
ー
ジ
に
隣
接
す
る
斜
面
か
ら
そ
の
平
屋
根
の
上
に
あ
が
り
、
そ
こ
か

ら
前
庭
に
転
落
し
怪
我
を
し
た
。
そ
こ
で
、
X
は
、
Y
の
社
会
生
活
上
の

義
務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
．

　
ハ
ム
高
裁
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
．
住
宅
間
の
斜
面
に

接
し
て
い
る
平
屋
根
の
ガ
レ
ー
ジ
の
設
計
・
施
工
に
よ
り
、
第
三
老
に
対

す
る
危
険
源
が
作
出
さ
れ
た
．
生
活
経
験
上
、
そ
の
斜
面
の
上
で
子
供
達

が
遊
び
、
そ
の
際
に
、
斜
面
に
じ
か
に
接
し
て
い
る
ガ
レ
ー
ジ
の
平
屋
根

に
足
を
踏
み
入
れ
、
屋
根
か
ら
舗
装
さ
れ
た
前
庭
に
転
落
す
る
危
険
が
存

在
し
た
．
従
っ
て
、
ガ
レ
ー
ジ
は
、
す
べ
て
の
人
に
認
識
し
う
る
一
般
的

な
危
険
源
で
あ
っ
た
．
建
築
家
は
、
そ
の
職
業
、
専
門
知
識
及
び
契
約
上

の
地
位
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
設
計
・
施
工
か
ら
生
じ
る
危
険
を
回
避
し

防
止
す
る
義
務
を
公
共
に
対
し
て
も
負
っ
て
い
る
．
Y
は
、
ガ
レ
ー
ジ
の

平
屋
根
に
保
護
さ
く
を
設
置
す
る
よ
う
に
業
者
に
命
じ
た
だ
け
で
、
適
時

に
設
置
さ
れ
る
べ
く
注
意
は
し
な
か
っ
た
．

　
本
判
決
は
、
直
接
的
に
は
、
ガ
レ
ー
ジ
の
平
屋
根
か
ら
の
転
落
防
止
措

置
（
保
護
さ
く
の
設
置
）
を
業
者
が
適
時
に
行
う
よ
う
に
注
意
す
る
の
を

怠
っ
た
点
に
建
築
家
の
現
場
監
督
の
ミ
ス
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

住
宅
間
の
斜
面
が
ガ
レ
ー
ジ
の
平
屋
根
に
じ
か
に
接
し
て
い
る
点
に
設
計

ミ
ス
が
あ
る
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
．
い
ず
れ
に
せ

よ
、
本
判
決
は
、
安
全
措
置
の
施
さ
れ
て
い
な
い
ガ
レ
ー
ジ
の
平
屋
根
か

ら
生
じ
る
危
険
を
防
止
す
る
の
を
怠
っ
た
点
に
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上

の
義
務
違
反
を
み
と
め
て
い
る
．

6
　
足
場
倒
壊
事
件
（
ケ
ル
ン
高
等
裁
判
所
一
九
六
九
年
三
月
一
八
日
判

　
　
決
．
O
［
O
閑
o
一
冨
＜
①
塁
閑
一
8
P
oo
一
〇
）

　
X
（
原
告
）
は
、
建
設
会
社
A
の
責
任
保
険
業
者
で
あ
り
、
Y
ら
（
被

告
）
は
，
故
B
・
C
（
と
も
に
建
築
家
）
の
相
続
人
て
あ
る
．
市
は
、
劇

場
と
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
新
築
工
事
に
つ
き
、
技
術
上
・
事
務
上
の
最

高
指
揮
及
び
現
場
監
督
を
B
・
C
に
委
託
し
た
．
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の

漆
喰
工
事
は
A
社
に
委
託
さ
れ
た
．
こ
の
工
事
の
た
め
に
、
A
社
の
従
業

員
で
あ
る
D
が
責
任
者
と
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
建
設
同
業
組
合
の
足
場
建

設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
足
場
を
組
み
立
て
た
．
そ
の
際
に
、
D
は
、

足
場
の
個
々
の
は
し
ご
の
間
の
距
離
を
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規
定
さ
れ
た
三

メ
ー
ト
ル
で
は
な
く
、
三
・
三
メ
ー
ト
ル
に
し
た
。
漆
喰
工
事
中
に
足
場

が
倒
壊
し
、
職
人
頭
及
び
作
業
員
五
人
が
死
傷
し
た
．
X
は
、
死
者
の
相

続
人
及
び
負
傷
者
に
保
険
金
を
支
払
い
、
保
険
代
位
に
よ
り
、
Y
ら
に
損

害
賠
償
を
請
求
し
た
．

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ル
ン
高
裁
は
、
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
は
自
ら

危
険
源
を
開
設
し
て
い
な
い
の
で
、
施
工
か
ら
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
に

関
す
る
一
般
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
わ
ず
、
従
っ
て
、
建
築
現
場

の
安
全
性
、
特
に
労
災
の
防
止
に
は
、
危
険
源
を
開
設
し
た
建
築
請
負
人

が
責
任
を
負
う
と
す
る
．
し
か
し
．
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
は
、
建
築

請
負
人
が
建
築
現
場
の
危
険
回
避
に
関
し
て
十
分
な
専
門
知
識
を
有
し
て

い
な
い
か
又
は
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
な

安
全
措
置
の
実
施
を
監
督
す
る
か
又
は
自
ら
安
全
措
置
を
施
さ
ね
ば
な
ら

go
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ず
、
ま
た
、
危
険
源
を
認
識
し
た
と
き
、
こ
れ
に
即
座
に
対
処
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
限
定
的
二
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
と

解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ケ
ル
ン
高
裁
は
、
本
件
の
場
合
に
建
築
家
が
社

会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
の
は
、
建
築
家
が
足
場
の
安
全
性
の
欠
如
を
知

っ
て
い
た
か
又
は
A
社
が
足
場
の
建
設
に
対
し
て
十
分
に
専
門
知
識
を
も

っ
て
い
な
い
か
あ
る
い
は
信
頼
で
き
な
い
と
み
な
さ
れ
う
る
場
合
に
限
ら

れ
る
と
し
た
上
で
、
い
ず
れ
の
事
実
の
存
在
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
建

築
家
の
責
任
を
否
定
し
た
．

　
本
判
決
は
、
建
築
現
場
の
安
全
、
特
に
労
災
防
止
の
責
任
は
建
築
請
負

人
に
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
危
険
源
を
開
設
し
た
者
は
建
築
家

で
は
な
く
、
建
築
請
負
人
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
．
そ
し
て
、
現
場
監

督
を
行
う
建
築
家
は
、
　
一
般
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
わ
ず
、
限

定
的
二
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ

る
．
そ
の
義
務
の
内
容
と
し
て
は
、
建
築
請
負
人
が
建
築
現
場
の
危
険
回

避
の
た
め
の
専
門
知
識
を
有
し
て
い
な
い
か
又
は
信
頼
で
き
な
い
場
合
に

介
入
す
る
こ
と
及
び
危
険
源
を
認
識
し
た
と
き
に
即
座
に
対
処
す
べ
き
こ

と
を
挙
げ
る
が
、
危
険
源
を
認
識
す
べ
き
義
務
は
そ
の
内
容
に
含
め
て
い

な
い
。

7
　
ら
せ
ん
階
段
転
倒
事
件
（
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
〇
年
一
〇
月
六

　
　
日
判
決
。
切
O
＝
Z
』
．
譲
一
S
ρ
卜
o
田
O
）

　
X
（
原
告
）
は
、
一
九
六
四
年
に
自
宅
の
ら
せ
ん
階
段
で
転
倒
し
、
重

傷
を
負
っ
た
。
Y
（
被
告
、
建
築
家
）
は
．
一
九
五
九
年
に
建
築
さ
れ
た

X
の
住
宅
に
つ
き
設
計
及
び
建
築
指
揮
（
最
高
指
揮
は
委
託
さ
れ
て
い
た

が
、
現
場
監
督
を
も
委
託
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
．
）

を
行
っ
た
。
一
四
段
か
ら
成
る
階
段
は
、
一
階
と
二
階
を
結
び
つ
け
て
お

り
、
二
か
所
で
九
〇
度
ら
せ
ん
状
に
曲
が
っ
て
い
た
．
そ
の
た
め
に
、
階

段
の
踏
み
板
は
、
外
側
よ
り
も
、
手
摺
り
の
あ
る
内
側
の
方
が
狭
ま
っ
て

い
た
。
建
築
請
負
人
A
が
階
段
の
本
体
を
建
築
し
、
B
が
そ
の
上
に
合
成

タ
イ
ル
を
張
っ
た
。
X
は
、
「
Y
の
階
段
設
計
に
は
ミ
ス
が
あ
っ
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
Y
は
階
段
の
工
事
を
監
督
せ
ず
、
階
段
を
注
意
深
く
検
査

し
な
か
っ
た
．
従
っ
て
、
階
段
の
蝦
疵
あ
る
状
態
に
つ
き
Y
に
は
過
失
が

あ
る
」
と
し
て
、
Y
に
損
害
賠
償
等
を
請
求
し
た
．

　
連
邦
通
常
裁
判
所
は
．
ま
ず
、
階
段
の
蝦
疵
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次
の

よ
う
に
判
示
す
る
．
す
な
わ
ち
、
こ
の
階
段
は
、
階
段
建
築
の
あ
ら
ゆ
る

ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
．
そ
れ
自
体
す
で
に
き
わ
め
て
急
勾
配
で
あ
り
、

二
か
所
で
ら
せ
ん
状
に
な
っ
て
い
る
階
段
の
勾
配
（
階
段
の
踏
み
板
の
幅

と
段
の
高
さ
の
比
）
が
段
か
ら
段
へ
し
ば
し
ば
飛
躍
的
に
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
不
規
則
性
は
、
下
か
ら
四
番
目
と
六
番
目
の
段
と
の
関
係
で
の
五
番

目
の
段
で
ー
す
な
わ
ち
，
X
が
そ
こ
て
転
倒
し
た
、
上
か
ら
二
番
目
の
ら

せ
ん
状
に
曲
が
っ
て
い
る
領
域
で
ー
特
に
著
し
か
っ
た
．
段
の
高
さ
は
ほ

ぽ
同
じ
で
あ
る
が
、
段
の
幅
は
、
中
心
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
．
二
一
・
五
ー

一
七
・
五
－
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
て
あ
り
、
手
摺
り
の
近
く
で
は

そ
れ
ぞ
れ
、
二
一
丁
五
ー
一
〇
ー
一
四
セ
ン
チ
メ
！
ト
ル
で
あ
っ
た
。
階

段
の
踏
み
板
の
幅
の
こ
の
よ
う
な
不
規
則
性
は
、
階
段
を
一
定
の
歩
調
で

通
行
し
よ
う
と
す
る
者
が
突
然
支
え
を
失
い
転
倒
す
る
危
険
を
生
ぜ
し
め

て
お
り
、
恒
常
的
な
危
険
源
を
形
成
し
て
い
た
、
と
．
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そ
し
て
、
同
裁
判
所
は
、
階
段
の
暇
疵
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
い
う
。
X
の
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
危
険
な
場
所
を
作
出
し

た
の
は
、
暇
疵
あ
る
階
段
を
建
築
し
た
建
築
請
負
人
で
あ
る
．
建
築
請
負

人
は
、
階
段
の
踏
み
板
の
幅
に
関
し
、
設
計
図
書
に
従
わ
な
か
っ
た
の
で
．

階
段
の
環
疵
に
対
し
て
ま
ず
第
一
に
責
任
を
負
う
。
一
方
、
Y
は
、
建
築

指
揮
者
と
し
て
、
階
段
が
設
計
ど
お
り
に
か
つ
階
段
建
築
の
ル
ー
ル
に
適

っ
て
建
築
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
Y
は
、
誠
実

な
建
築
家
が
注
意
深
く
検
査
す
れ
ば
認
識
し
え
た
で
あ
ろ
う
暇
疵
に
つ
い

て
の
み
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
Y
は
す
べ
て
の
細
目
を
測
り
直
す

必
要
は
な
か
っ
た
が
、
階
段
の
踏
み
板
の
幅
は
手
摺
り
の
近
く
で
ー
つ
ま

り
、
手
摺
り
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
ろ
う
と
す
れ
ば
通
行
せ
ざ
る
を
え
な
い

場
所
で
！
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
第
二
段
）
と
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
第
五
段
）
の
間
で
上
下
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
．

注
意
深
く
検
査
す
れ
ば
、
測
り
直
さ
な
く
と
も
Y
の
注
意
を
引
い
た
に
違

い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
階
段
は
全
体
的
に
き
わ
め
て
急
勾
配
で
、
二
か

所
で
ら
せ
ん
状
に
曲
が
っ
て
い
た
の
で
、
注
意
深
い
検
査
は
特
に
必
要
で

あ
っ
た
。

　
本
判
決
は
、
階
段
の
瑠
疵
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
建
築
請
負
人
が

責
任
を
負
う
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
建
築
家
の
責
任
を
も
認
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
建
築
家
が
設
計
及
び
最
高
指
揮
の
他
に
現
場
監
督
を
も
委
託
さ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
，
建
築
指
揮
者
（
こ
こ
で

は
、
お
そ
ら
く
、
公
法
上
の
「
責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
」
を
指
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
．
）
と
し
て
の
地
位
か
ら
建
築
家
に
社
会
生
活
上
の
義

務
を
課
し
て
い
る
。

8
　
窓
穴
転
落
事
件
（
ツ
ェ
レ
高
等
裁
判
所
一
九
七
四
年
一
月
三
〇
日
判

　
　
決
。
O
■
O
O
①
＝
o
＜
o
議
閑
一
零
3
ミ
O
）

　
X
（
原
告
、
当
時
五
〇
歳
）
は
、
一
部
未
完
成
の
新
築
建
物
の
中
に
店

舗
を
賃
借
し
て
い
た
が
、
あ
る
夜
、
店
舗
の
裏
口
か
ら
出
た
時
に
、
出
口

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地
下
室
の
窓
穴
（
事

故
当
時
、
覆
い
が
な
か
っ
た
。
）
に
転
落
し
怪
我
を
し
た
．
そ
こ
で
、
X

は
．
Y
（
被
告
、
建
築
家
）
に
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反
を
理
由
に
損
害

賠
償
を
請
求
し
た
。

　
ツ
ェ
レ
高
裁
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
建
築

家
は
一
般
に
、
建
築
現
場
の
社
会
生
活
上
の
安
全
性
に
関
す
る
二
次
的
な

監
督
義
務
の
み
を
負
い
、
一
方
．
建
築
請
負
人
は
一
次
的
に
社
会
生
活
上

の
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
建
築
請
負
人
が
こ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
な

い
こ
と
を
建
築
家
が
認
識
し
、
又
は
そ
れ
を
建
築
家
が
当
然
に
認
識
し
う

る
場
合
に
は
、
建
築
家
も
、
建
築
関
係
者
及
び
そ
の
他
の
第
三
者
の
た
め

に
安
全
措
置
を
講
じ
る
義
務
を
負
う
、
と
．

　
本
判
決
で
、
ツ
ェ
レ
高
裁
は
、
建
築
家
は
二
次
的
な
監
督
義
務
を
負
う

と
す
る
が
、
建
築
請
負
人
が
一
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
果
た
し
て

い
な
い
こ
と
を
建
築
家
が
当
然
に
認
識
し
う
る
場
合
に
第
三
者
に
対
す
る

安
全
措
置
を
施
す
義
務
を
課
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
間
接
的
に
で
あ
れ
、

危
険
源
を
認
識
す
べ
き
義
務
を
建
築
家
に
負
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
建
築
家
の
「
二
次
的
な
監
督
義
務
」
と
建
築
請

負
人
の
二
次
的
な
」
社
会
生
活
上
の
義
務
と
の
限
界
は
必
ず
し
承
明
確
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で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ソ
ケ
ン
タ
ー
ル
地
裁
判
決
（
1
の
判
決
）
以
後

の
若
干
の
裁
判
例
を
概
観
し
た
が
、
建
築
家
に
何
ら
か
の
意
味
で
社
会
生

活
上
の
義
務
を
認
め
る
と
い
う
点
で
は
、
い
ず
れ
も
同
地
裁
判
決
の
基
本

的
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
．
建
築
家
の
負
う
社
会
生
活
上
の
義
務
を
、
2

の
判
決
、
6
の
判
決
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
を
「
あ
る
種
の
」
、
「
限
定
的
二

次
的
な
」
社
会
生
活
上
の
義
務
で
あ
る
と
し
、
8
の
判
決
は
そ
れ
を
「
二

次
的
な
監
督
義
務
」
で
あ
る
と
す
る
．
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
義
務
の
内
容

に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
．
ま
た
、
4
の
判
決
及
び
7
の

判
決
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
、
公
法
上
の
「
責
任
あ
る
建

築
指
揮
者
」
と
し
て
の
地
位
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
紹
介
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上

の
義
務
を
「
二
次
的
」
な
も
の
に
限
定
す
る
見
解
を
排
斥
し
、
建
築
家
に

課
せ
ら
れ
る
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
つ
い
て
初
め
て
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

遍
妥
当
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
．

9
　
連
邦
通
常
裁
判
所
圃
九
七
七
年
三
月
［
O
日
判
決
（
閃
O
自
N
①
oo．

　
　
一
〇
〇
）

　
事
実
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
Y
（
被
告
）
は
、
計
算
セ
ン
タ

ー
の
建
築
に
際
し
、
X
ら
（
原
告
、
建
築
家
）
に
現
場
監
督
を
委
託
し
、

さ
ら
に
、
建
築
申
請
で
建
築
指
揮
者
に
指
定
し
た
。
X
ら
は
、
現
場
監
督

の
他
に
、
州
建
築
法
上
の
建
築
指
揮
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
後
者
の

報
酬
の
支
払
い
を
も
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
建
築
家
は

通
常
、
施
工
に
由
来
す
る
危
険
の
間
接
的
な
起
因
者
と
し
て
の
建
築
主
に

課
せ
ら
れ
る
社
会
生
活
上
の
義
務
の
み
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
建
築
請
負
人
が
建
築
現
場
の
安
全
性
に
配
慮
す
べ

き
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
場
監
督
を
委
託
さ
れ
た
建
築
家
は
、
建
築
請
負
人
が
こ
の
点
に

関
し
て
十
分
に
専
門
知
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
信
頼
で
き
な
い
と
い

う
根
拠
が
存
在
す
る
場
合
、
危
険
源
を
認
識
し
た
場
合
、
又
は
注
意
義
務

を
誠
実
に
尽
く
し
た
な
ら
ば
危
険
源
の
存
在
を
認
識
し
え
た
で
あ
ろ
う
場

合
に
は
、
自
ら
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
．
つ
ま
り
、
現
場
監
督
を
行

う
建
築
家
は
、
あ
る
種
の
危
険
に
気
づ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
責
任

危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
目
を
閉
じ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
は
、
建
築
物

の
建
築
の
基
準
と
な
る
技
術
水
準
及
び
当
局
の
諸
規
定
の
遵
守
が
問
題
と

な
る
場
合
に
だ
け
存
在
す
る
．

　
連
邦
通
常
裁
は
こ
の
よ
う
に
判
示
し
た
う
え
で
、
結
局
、
「
一
次
的
な
」

社
会
生
活
上
の
義
務
と
「
二
次
的
な
」
監
督
義
務
と
の
区
別
は
．
さ
ほ
ど

有
用
で
は
な
い
と
す
る
．

　
本
件
で
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
が
争
点
に
な
っ
た
の
で
は

な
く
、
建
築
家
が
、
現
場
監
督
の
他
に
公
法
上
の
建
築
指
揮
を
引
き
受
け

た
場
合
に
、
特
別
な
報
酬
が
建
築
家
に
与
え
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

点
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
連
邦
通
常
裁
は
傍
論
で
、
建
築
家
の

社
会
生
活
上
の
義
務
に
つ
い
て
明
確
に
判
示
し
た
の
で
あ
る
．
同
裁
判
所

は
、
二
次
的
な
」
社
会
生
活
上
の
義
務
と
「
二
次
的
な
」
そ
れ
と
の
区
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別
に
実
益
を
認
め
ず
、
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
が
社
会
生
活
上
の
義
務

を
負
う
場
合
を
列
挙
す
る
．
す
な
わ
ち
、
（
ア
）
建
築
請
負
人
が
建
築
現
場

の
安
全
性
に
関
し
て
十
分
な
専
門
知
識
を
有
し
て
い
な
い
か
又
は
信
頼
で

き
な
い
場
合
、
（
イ
）
危
険
源
を
認
識
し
た
場
合
、
（
ウ
）
注
意
義
務
を
誠
実

に
尽
く
し
た
な
ら
ば
危
険
源
を
認
識
し
え
た
で
あ
ろ
う
場
合
で
あ
る
．

（
ア
）
及
び
（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
従
来
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
示
さ

れ
て
い
た
が
．
（
ウ
）
に
つ
い
て
は
本
判
決
で
明
確
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
．
す
な
わ
ち
．
危
険
源
を
認
識
す
べ
ぎ
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
建
築
家
に
課
す
こ
と
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
判
決
以
後
の
も
の
と
し
て
、
も
う
一
件
、
裁
判
例
を
紹
介

す
る
。

10

　
商
品
損
傷
事
件
（
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
八
日
判

　
　
決
。
頃
O
頃
2
匂
≦
一
〇
〇〇
8
一
〇
嵩
）

　
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
七
九
年
に
か
け
て
繰
り
返
し
修
理
が
な
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
と
駐
車
フ
ロ
ア
ー

か
ら
、
セ
ン
タ
i
内
に
店
舗
（
そ
の
建
築
に
つ
き
、
A
が
建
築
家
と
し
て

労
務
を
提
供
し
た
．
）
を
賃
借
し
て
い
る
家
具
店
と
デ
パ
！
ト
の
内
部
に

雨
水
が
入
り
込
み
、
そ
の
商
品
と
備
品
に
損
害
を
与
え
た
．
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
B
会
社
の
責
任
保
険
業
者
で
あ
る
X
（
原
告
）

は
、
上
記
損
害
を
上
記
賃
借
人
に
賠
償
し
た
．
そ
こ
で
．
X
は
、
浸
水
の

原
因
は
、
A
の
実
施
設
計
の
ミ
ス
及
び
現
場
監
督
の
ミ
ス
に
あ
る
と
し
て
、

B
会
社
の
Y
に
対
す
る
求
償
請
求
権
に
基
づ
ぎ
訴
え
を
提
起
し
た
．

　
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
建
築
物
に
由
来
す
る
危
険
が
健
康
及
び

所
有
権
を
脅
か
し
う
る
場
合
、
そ
の
危
険
を
防
止
す
る
社
会
生
活
上
の
義

務
が
建
築
家
に
課
せ
ら
れ
る
と
し
、
建
築
家
は
、
そ
の
設
計
ま
た
は
現
場

監
督
の
ミ
ス
に
起
因
す
る
身
体
損
害
及
び
物
的
損
害
に
対
し
て
不
法
行
為

責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
そ
の
上
で
．
同
裁
判
所
は
次
の

よ
う
に
い
う
．
賃
借
人
の
物
に
対
す
る
危
険
は
、
建
築
物
そ
れ
自
体
に
直

接
に
由
来
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
降
雨
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
．
社
会
公
共
は
、
原
則
と
し
て
．
建
築
物
が
そ
の
よ
う
な
天
候
の
影
響

か
ら
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
信
頼
で
き
る
．
と
い
う
の
は
、
建
物
は
、
ま

さ
に
天
候
の
峻
厳
さ
か
ら
も
、
そ
の
居
住
老
を
保
護
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
居
住
老
は
自
分
自
身
の
み
な
ら
ず
、
自
分
の
持
ち
物
を

も
建
物
の
保
護
に
委
ね
る
の
で
あ
る
．
従
っ
て
、
居
住
者
に
対
す
る
危
険

は
、
そ
も
そ
も
天
候
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
建
物
の
安
全
に
対
す
る
居
住

老
の
信
頼
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

建
物
の
安
全
に
対
し
て
責
任
を
負
う
者
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
生
ぜ
し

め
る
。
社
会
公
共
は
そ
の
者
の
有
す
る
専
門
知
識
に
信
頼
を
置
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
本
判
決
で
、
連
邦
通
常
裁
は
．
建
築
家
は
建
築
物
に
由
来
す
る
危
険
を

防
止
す
る
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
と
し
、
そ
の
根
拠
を
、
専
門
知
識

を
有
す
る
職
能
家
と
し
て
の
建
築
家
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
に
置
く
。
本

件
の
場
合
、
建
築
物
の
暇
疵
の
原
因
が
建
築
家
の
設
計
ミ
ス
ま
た
は
現
場

監
督
の
ミ
ス
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
の
原

因
に
よ
っ
て
も
、
建
築
家
は
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
の
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よ
う
で
あ
る
．⇔

　
学
　
説

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
！
ル
地
裁
が
建
築
家
の
社
会
生

活
上
の
義
務
に
つ
い
て
初
め
て
判
示
し
て
以
来
、
幾
多
の
裁
判
例
を
経
て
、

つ
い
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
一
九
七
七
年
三
月
一
〇
日
の
判
決
で
、
右

義
務
に
つ
い
て
初
め
て
普
遍
妥
当
的
に
判
示
す
る
に
至
っ
た
．
そ
こ
で
、

次
に
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
関
す
る
諸
学
説
を
紹
介
し
、
検

討
す
る
。

1
　
0
導
訂
β
の
見
解

　
9
暮
雪
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
建
築
家

に
は
、
「
二
次
的
な
」
損
害
回
避
義
務
の
み
が
課
せ
ら
れ
、
直
接
の
』

次
的
な
」
義
務
は
課
せ
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
建
築
家
は
、
原
則
と
し
て
．

建
築
物
及
び
建
築
現
場
の
安
全
性
に
一
般
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
わ
ず
、

個
々
の
場
合
に
危
険
源
の
存
在
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
、
指
摘
義
務
及
び

配
慮
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
区
別
を
一
般
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
は
全
く
疑
わ
し
い
．
建
築
家
は
、
認
識
し
た
危
険
に

対
し
て
責
任
を
負
う
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
認
識
の
必
要
性
か
ら
必
ず
し
も
免

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
原
則
と
し
て
、
建
築
家
に
は
、
建
築
主
及
び
建

築
請
負
人
に
妥
当
す
る
原
理
と
異
な
る
原
理
が
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
的
な
配
慮
義
務
も
、
社
会
生
活
上
の
彼
ら
の
地
位
に
実
質
上
対
応
し

て
い
る
領
域
で
、
彼
ら
す
べ
て
に
課
さ
れ
て
い
る
．
建
築
家
は
、
建
築
指
揮

上
の
措
置
か
ら
生
じ
る
危
険
と
同
様
、
設
計
か
ら
生
じ
る
危
険
を
初
め
か

ら
避
け
ね
ば
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
そ
の
危
険
が
損
害
を
も
た
ら
さ
な
い

よ
う
に
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
社
会
生
活
上
の
義
務
は
、
建
築
家

の
職
務
義
務
の
流
出
物
と
し
て
、
ユ
次
的
に
」
建
築
家
に
課
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
当
然
に
、
社
会
公
共
は
、
建
築
家
の
組
織
領
域
及
び
指
揮
領
域

に
危
険
が
な
い
こ
と
を
信
頼
し
て
い
る
．
設
計
は
、
建
築
家
の
根
源
的
か

つ
本
来
的
な
任
務
で
あ
り
、
建
築
主
の
み
な
ら
ず
、
社
会
公
共
も
、
建
築

家
が
期
待
可
能
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
信
頼
し

て
い
る
．
現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
に
も
社
会
生
活
上
の
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
．
つ
ま
り
、
認
識
し
た
危
険
状
態
の
解
消
に
の
み
甘
ん
じ
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
、
建
築
現
場
の
基
礎
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な

危
険
防
止
の
必
要
性
を
気
に
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
と
い
う
の

は
、
建
築
家
は
、
建
築
工
事
の
諸
関
係
の
全
貌
を
よ
り
良
く
把
握
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Q
導
審
づ
は
、
ま
ず
、
建
築
家
は
二
次
的
な
社
会
生
活

上
の
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
通
説
を
否
定
し
、
建
築
家
は
、
認

識
し
た
危
険
を
除
去
す
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
を
認
識
し
て
排
除
す
べ
き

義
務
を
も
負
う
べ
き
だ
と
し
て
、
一
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
す
．

そ
し
て
、
こ
の
一
次
的
な
義
務
は
、
建
築
家
の
職
務
義
務
に
由
来
す
る
と

し
、
ま
た
、
建
築
家
に
対
す
る
社
会
公
共
の
信
頼
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

と
す
る
。
そ
の
上
で
、
9
暮
霞
は
、
設
計
者
に
は
．
設
計
に
由
来
す
る
危

険
を
初
め
か
ら
回
避
し
あ
る
い
は
制
御
す
る
義
務
を
、
建
築
指
揮
者
に
は
、

建
築
指
揮
上
の
措
置
及
び
設
計
に
由
来
す
る
危
険
を
回
避
し
制
御
す
る
義
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務
を
課
す
．
つ
ま
り
．
9
暮
雪
は
、
コ
次
的
」
「
二
次
的
」
と
い
う
社

会
生
活
上
の
義
務
の
区
別
を
排
し
、
設
計
、
建
築
指
揮
の
い
ず
れ
を
行
う

建
築
家
に
も
、
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
す
こ
と
を
認

め
る
の
で
あ
る
。

2
　
宅
ま
。
・
o
期
の
見
解

　
譲
臣
8
≦
は
．
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次

　
　
　
　
（
2
9
）

の
よ
う
に
い
う
．
す
な
わ
ち
、
建
築
工
事
の
際
に
、
関
係
者
の
各
々
に
、

一
次
的
と
み
ら
れ
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
他
に
、
二

次
的
な
監
督
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
．
一
次
的
な
義
務
は
、
契
約
で
引
き
受

け
た
任
務
の
注
意
深
い
履
行
に
存
し
、
二
次
的
な
義
務
は
、
全
く
一
般
的

に
目
を
開
い
て
お
く
こ
と
、
関
係
者
が
施
工
の
際
に
認
識
し
た
も
の
を
検

査
す
る
こ
と
、
及
び
、
何
か
暇
疵
を
発
見
し
た
折
り
に
、
安
全
措
置
が
施

さ
れ
る
べ
く
配
慮
す
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。
建
築
家
は
、
原
則
と
し

て
、
契
約
、
建
築
家
と
し
て
の
学
術
教
育
及
び
一
般
社
会
通
念
に
よ
り
課

せ
ら
れ
る
任
務
の
み
を
履
行
す
れ
ば
よ
い
が
、
他
の
関
係
者
た
ち
の
諸
任

務
に
関
す
る
二
次
的
な
監
督
義
務
を
も
負
う
、
と
．

　
こ
の
よ
う
に
、
≦
ロ
器
。
毛
は
、
ま
ず
、
各
建
築
関
係
者
は
、
一
次
的
な

義
務
を
負
う
と
同
時
に
、
二
次
的
な
監
督
義
務
を
負
う
と
い
う
一
般
論
を

展
開
し
、
そ
の
後
で
、
建
築
家
に
つ
い
て
述
べ
、
建
築
家
に
、
一
般
社
会

通
念
等
に
よ
り
課
せ
ら
れ
る
任
務
の
履
行
義
務
及
び
二
次
的
な
監
督
義
務

を
課
す
．
こ
の
一
般
社
会
通
念
等
に
よ
り
課
せ
ら
れ
る
任
務
の
履
行
義
務

の
内
容
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
一
次
的
な
社
会
生
活

上
の
義
務
を
意
味
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
解
せ
る
が
、
「
一
次
的
な
義
務
」

の
内
容
は
「
契
約
で
引
き
受
け
た
任
務
の
注
意
深
い
履
行
」
で
あ
る
と
も

い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
一
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
と
は
別
の

も
の
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
ミ
臣
8
名
は
、
建
築

家
は
、
二
次
的
な
監
督
義
務
、
す
な
わ
ち
二
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務

を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．

3
　
一
W
写
含
7
弩
象
の
見
解

　
田
邑
げ
畦
騨
は
、
先
に
述
べ
た
要
仁
器
。
≦
の
見
解
に
賛
意
を
示
し
た

上
で
、
建
築
家
は
一
次
的
に
は
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
が
、
二
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

的
に
そ
れ
を
負
う
こ
と
は
あ
り
う
る
、
と
い
う
原
則
を
立
て
る
．
oQ
畠
目
巴
N
一

は
、
こ
の
田
β
爵
鶏
騨
の
原
則
は
、
多
少
形
式
的
に
聞
こ
え
る
が
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

務
で
は
拠
り
所
と
し
て
比
較
的
有
用
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
と

し
、
ま
た
、
建
築
現
場
の
状
況
を
最
も
適
切
に
考
慮
し
て
い
る
よ
う
に
思

　
（
32
）

わ
れ
る
と
述
べ
る
。

4
　
の
島
ヨ
毘
昌
の
見
解

　
ω
号
ヨ
巴
N
一
は
、
建
築
家
は
、
職
務
上
、
及
び
社
会
の
信
頼
の
要
求
に

基
づ
い
て
建
築
現
場
を
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
危
険
の
な
い
状
態
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
、
O
導
げ
象
の
見
解
に
反

対
す
る
．
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
建
築
家
が
建
築
現
場
全
体
の
社
会
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

上
の
安
全
に
配
慮
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
．
そ

し
て
、
建
築
家
が
第
三
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
の
は
、
損
害

を
惹
起
す
る
蝦
疵
が
、
建
築
家
が
現
場
監
督
に
必
要
な
注
意
を
尽
く
せ
ば

当
然
に
認
識
し
え
た
で
あ
ろ
う
場
合
の
み
で
あ
る
と
し
、
建
築
家
は
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

現
場
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
。
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の
3
還
巴
巴
は
、
要
す
る
に
、
建
築
現
場
に
お
け
る
建
築
家
の
社
会
生

活
上
の
義
務
の
み
を
問
題
と
し
て
お
り
、
建
築
家
が
、
現
場
監
督
上
の
注

意
義
務
を
誠
実
に
履
行
し
た
な
ら
ば
認
識
し
え
た
で
あ
ろ
う
危
険
を
除
去

し
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反
を
認
め
、
そ
れ
以
外

の
場
合
に
は
建
築
現
場
に
関
し
て
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
違
反
を

問
題
と
し
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
建

築
現
場
に
関
し
て
の
話
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
場
合
、
つ
ま
り
、
建

築
物
の
完
成
・
引
ぎ
渡
し
後
に
当
該
建
築
物
の
袈
疵
（
建
築
家
の
設
計
あ

る
い
は
建
築
指
揮
の
ミ
ス
を
原
因
と
す
る
。
）
に
よ
り
建
築
主
あ
る
い
は

第
三
者
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い

よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
評
暮
窪
の
見
解
と
は
議
論
の
前
提
が
異
な

る
と
い
え
よ
う
。

5
　
■
o
畠
實
の
見
解

　
い
。
3
＄
は
、
建
築
家
が
二
次
的
な
」
あ
る
い
は
「
二
次
的
な
」
社

会
生
活
上
の
義
務
の
い
ず
れ
を
負
う
の
か
と
い
う
議
論
は
実
益
の
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

の
で
あ
る
と
し
、
O
①
耳
象
の
見
解
に
賛
同
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
．
す

な
わ
ち
、
建
築
家
は
既
知
の
危
険
源
を
除
去
す
る
だ
け
で
な
く
、
工
事
の

進
捗
に
伴
う
定
型
的
な
危
険
を
も
適
時
に
認
識
し
回
避
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
。
建
築
家
は
、
設
計
を
も
相
応
に
手
直
し
し
、
自
己
の
労
務
給
付
に

由
来
す
る
危
険
を
回
避
し
又
は
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
建
築
家
は
、

危
険
が
設
計
、
調
整
又
は
施
工
の
い
ず
れ
に
由
来
し
よ
う
と
も
、
そ
の
危

険
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
建
築
家
は
、
建
築
専
門
家
と
し
て
、

施
工
の
特
別
の
諸
問
題
に
精
通
し
て
い
る
の
で
、
原
則
的
な
安
全
措
置
に

関
す
る
命
令
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
建
築
家
は
、
個
々
の
建
築
工
事
が

相
互
に
関
連
し
合
う
場
合
に
、
建
築
上
の
措
置
の
特
別
な
危
険
内
容
を
唯

一
専
門
的
に
判
断
し
う
る
、
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
。
畠
霞
は
、
O
帥
暮
雪
の
見
解
に
従
っ
て
、
建
築
家
に

「
二
次
的
な
」
社
会
生
活
上
の
義
務
の
み
を
負
わ
せ
る
説
を
排
斥
し
、
定

型
的
な
危
険
を
適
時
に
認
識
し
回
避
す
る
義
務
を
建
築
家
に
課
す
、
ま
た
、

現
場
監
督
を
行
う
建
築
家
だ
け
で
な
く
、
設
計
者
と
し
て
の
建
築
家
に
も

社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

6
　
Z
窪
窪
ま
匡
の
見
解

　
　
　
　
（
37
）

　
Z
窪
①
匡
Φ
箆
は
、
先
の
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
七
年
三
月
一
〇
日
判

決
の
見
解
は
き
わ
め
て
広
範
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
し
、
建
築
請

負
人
は
一
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
が
、
建
築
家
は
そ
の
任
務

と
知
識
の
範
囲
で
、
あ
る
種
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い

と
し
た
上
で
、
建
築
家
は
、
建
築
現
場
滞
在
中
に
危
険
状
態
を
認
識
し
又

は
こ
れ
を
当
然
に
認
識
し
え
た
場
合
に
右
義
務
を
負
う
と
し
．
そ
の
場
合

に
建
築
家
は
対
応
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
．
こ
れ
を
怠
り
又
は
十

分
に
断
固
と
し
て
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
す
る
．

　
連
邦
通
常
裁
一
九
七
七
年
判
決
が
、
建
築
請
負
人
が
建
築
覗
場
の
安
全

性
に
関
し
て
十
分
な
専
門
知
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
り
又
は
信
頼
で
ぎ

な
い
場
合
に
も
建
築
家
が
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、
Z
窪
Φ
昌
Φ
包
は
こ
の
場
合
を
明
ら
か
に
排
除
し
て
い
る
点
が
、
両

者
の
見
解
の
大
き
な
差
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
Z
。
垢
嘗
。
三
は
、
建
築
現

場
の
危
険
状
態
の
認
識
の
必
要
性
を
建
築
家
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
．
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建
築
請
負
人
の
信
頼
度
と
右
認
識
の
必
要
性
と
の
間
に
関
連
性
が
な
い
と

す
れ
ば
，
同
判
決
と
の
相
違
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
と
す
れ

ば
、
「
あ
る
種
の
」
社
会
生
活
上
の
義
務
と
い
っ
て
み
て
も
．
「
一
次
的

な
」
そ
れ
と
の
違
い
は
不
明
確
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
・
六
者
の
学
説
を
紹
介
し
た
が
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
9
暮
①
づ

及
び
ピ
8
げ
霞
は
、
』
次
的
な
」
あ
る
い
は
「
二
次
的
な
」
社
会
生
活

上
の
義
務
の
区
別
を
認
め
ず
、
建
築
家
に
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上

の
義
務
を
課
す
こ
と
を
認
め
る
の
に
対
し
、
≦
5
8
ヨ
匹
包
訂
＆
“

ω
魯
舅
巴
巴
及
び
乞
窪
Φ
蔑
①
崔
は
、
建
築
家
に
「
二
次
的
な
」
あ
る
い
は

「
あ
る
種
の
」
社
会
生
活
上
の
義
務
の
み
を
課
す
．

　
し
か
し
、
≦
臣
8
≦
ら
の
説
は
、
建
築
現
場
の
現
在
の
危
険
状
態
の
み

を
念
頭
に
置
い
て
お
り
（
労
災
事
故
が
そ
の
典
型
例
）
、
完
成
・
引
ぎ
渡

し
後
の
建
築
物
か
ら
生
じ
て
い
る
危
険
に
つ
い
て
は
増
外
に
置
い
て
い
る

よ
う
で
あ
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
O
導
一
雪
ら
の
説
は
．
建
築
現
場
だ
け

で
な
く
、
広
く
建
築
物
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
と
し
て
お
り
、
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
説
を
単
純
に
比
較
し
て
論
じ
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

㊧
　
小
　
結

　
本
章
で
は
、
建
築
家
の
社
会
生
活
上
の
義
務
に
関
す
る
裁
判
例
・
学
説

を
概
観
し
た
．
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
建
築
家
に
一
次
的
な
社
会
生
活
上

の
義
務
を
課
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
二
次
的
な
そ
れ
を
課
す
だ
け
で
よ
い

の
か
、
と
い
う
点
で
議
論
が
対
立
し
て
い
る
。
裁
判
実
務
に
お
い
て
は
、
フ

ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル
地
裁
判
決
を
噛
矢
と
し
て
．
何
ら
か
の
意
味
で
建
築
家

が
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所

は
、
一
九
七
七
年
三
月
一
〇
日
の
判
決
で
、
現
場
監
督
を
委
託
さ
れ
た
建

築
家
が
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
明
言
し
、

建
築
家
が
こ
の
義
務
を
負
う
場
合
を
明
ら
か
に
し
た
．
学
説
に
お
い
て
は
．

依
然
と
し
て
こ
の
点
を
め
ぐ
る
対
立
は
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
の

べ
た
よ
う
に
、
建
築
家
に
二
次
的
な
社
会
生
活
上
の
義
務
の
み
を
課
す
説

に
あ
っ
て
は
．
建
築
現
場
の
現
在
の
危
険
状
態
の
み
を
念
頭
に
置
い
て
お

り
，
完
成
・
引
ぎ
渡
し
後
の
建
築
物
か
ら
生
じ
る
危
険
に
つ
い
て
は
考
察

の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
．
諸
裁
判
例
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
建
築
現
場
に
お
け
る
事
故
に
関
し
て
の
み
、

建
築
家
の
「
一
次
的
」
あ
る
い
は
「
二
次
的
」
な
社
会
生
活
上
の
義
務
の

区
別
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
場
監
督
を

委
託
さ
れ
た
建
築
家
に
の
み
、
社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
完
成
後
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
「
一
次
的
」
「
二
次
的
」

と
い
う
区
別
は
問
題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
ま
た
、
現
場
監
督
を

行
う
建
築
家
だ
け
で
な
く
、
設
計
の
み
を
委
託
さ
れ
た
建
築
家
の
社
会
生

活
上
の
義
務
を
も
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
結
　
語

私
は
本
稿
で
．
ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
築
家
の
不
法
行
為
責
任
、
特
に
、
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社
会
生
活
上
の
義
務
を
中
心
に
論
じ
た
。
建
築
家
に
は
一
次
的
な
社
会
生

活
上
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
二
次
的
な
そ
れ
が
課
せ
ら

れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
例
・
学
説
に
お
い
て
対
立
が
み

ら
れ
る
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
一
九
七
七
年
三
月
一
〇
日
の
判
決
で
、

建
築
家
が
本
来
の
意
味
で
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
た
．

そ
れ
に
対
し
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
依
然
と
し
て
対

立
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
対
立
が
み
ら
れ
る
の
は
、

建
築
現
場
の
危
険
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
、
建
築
物
に
関
す
る
場

合
に
つ
い
て
は
対
立
が
な
く
、
設
計
あ
る
い
は
現
場
監
督
の
い
ず
れ
を
委

託
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
建
築
家
に
社
会
生
活
上
の
義
務
を
課
す
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。

　
我
が
国
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
建
築
現
場
か
ら
生
じ
た
危
険
の
防
止

を
怠
っ
た
こ
と
を
理
由
に
建
築
家
の
責
任
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
こ
の
点
で
、
ド
イ
ッ
の
議
論
は
参
考
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

（
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）
　
拙
稿
「
建
築
家
の
民
事
責
任
－
設
計
監
理
契
約
の
法
的
性
質
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と
し

　
て
ー
」
判
例
タ
イ
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七
四
八
号
（
平
成
三
年
四
月
）
二
二
頁
。

（
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）
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設
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理
法
人
．
設
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監
理
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す
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建
設
会
社
を
含

　む）の

設
計
監
理
上
の
ミ
ス
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
認
め
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も
の
と
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て
、
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．
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四
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判
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四
八
号
一
八
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頁
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、
大
阪
地
判
昭
六
二
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二
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一
八
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び
そ
の
控
訴
審
判

決
で
あ
る
大
阪
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判
平
元
・
二
・
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七
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い
ず
れ
も
判
時
一
三
二
三
号
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載
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あ
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。
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1
5
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．
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対
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右
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健
男
編

九
九
〇
年
）

（
1
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者
も
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を
生
ず
る
場
合
に
は
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書
七
二
頁
の
訳
文
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参
照
し
た
。

ミ
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ヨ
目
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琴
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ざ
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づ
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費
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＞
ロ
鉾
ψ
8
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B
G
B
八
二
三
条
一
項
「
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
、

　
自
由
、
所
有
権
又
は
そ
の
他
の
権
利
を
違
法
に
侵
害
し
た
者
は
、
そ
の

　
　
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。
」
椿
寿

　
　
　
　
　
　
「
注
釈
ド
イ
ッ
不
当
利
得
・
不
法
行
為
法
』
（
三
省
堂
、
一

　
　
　
七
二
頁
の
訳
文
を
参
照
し
た
。

B
G
B
八
二
三
条
二
項
「
他
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
律
に
違
反
し
た

　
前
項
と
同
様
で
あ
る
。
法
律
の
内
容
に
よ
れ
ぽ
過
失
が
な
く
と
も
違
反

　
　
　
　
　
　
　
賠
償
義
務
は
過
失
が
あ
る
と
き
に
限
り
生
ず
る
。
」
前
掲
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（
1
7
）
　
社
会
生
活
上
の
義
務
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
〈
9
閃
貰
＜
①
蒔
警
冨
猛
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－

。
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g
－
蜜
。
導
①
岳
。
ぎ
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窪
①
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韻
①
σ
9
①
ぎ
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9
g
u
①
＝
－

及
び
、
そ
の
紹
介
で
あ
る
、
浦
川
道
太
郎
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

　
フ
ォ
y
・
バ
ー
ル
著
「
社
会
生
活
上
の
義
務
ー
ド
イ
ッ
不
法
行
為
法
に
お
け
る

裁
判
官
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
危
険
防
止
命
令
1
」
（
一
）
（
二
）
」
早
稲
田
法
学

　
五
七
巻
一
・
二
号
、
さ
ら
に
、
錦
織
成
史
「
民
事
不
法
の
二
元
性
」
（
一
）
（
二
）

　
（
三
）
法
学
論
叢
九
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巻
一
・
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四
号
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照
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倉
9

（
2
3
）
　
ω
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ヨ
亀
N
ど
鉾
鉾
9
00
。
0
9

（
24
）
　
切
O
頃
N
①
oo
、
一
①
9

（
2
5
）
　
「
責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
」
は
、
G
O
A
一
九
条
四
項
及
び
H
O
A
I
一

　
五
条
一
項
八
号
の
意
味
で
の
「
現
場
監
督
」
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
。
確
か

　
に
．
責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
も
、
現
場
監
督
と
同
様
、
建
築
主
に
よ
っ
て
任
じ

　
ら
れ
る
が
、
前
者
の
義
務
は
公
法
上
の
も
の
で
あ
り
、
諸
州
の
建
築
法
上
の
義
務

　
で
あ
る
。
責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
は
・
建
築
監
督
官
庁
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、

　
ま
た
、
当
該
官
庁
に
対
す
る
公
的
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
建
築
主
に
対
し
て

　
も
引
き
受
け
る
。
責
任
あ
る
建
築
指
揮
者
が
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、

　
第
三
者
に
対
し
て
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
B
G
B
八
二
三
条
一
項
に
よ
り
責
任

　
を
負
う
。
つ
ま
り
．
す
べ
て
の
第
三
者
に
対
し
て
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
う

　
の
で
あ
る
。
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